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其の勝たむこと A E定 E
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14BThe opening words of the Gospel of John written in Serṭā＝西方字体, Maḏnḥāyā＝東方字体 and 































23B出所 今村［2001］90-1 頁の表１ 
24B       
25B図２ 十字刻印入り杋銀貨 
図１ 東南アジア大陸部の標準銀貨 
  （約 28〜33mm 9.2〜9.4g） 







































































































ラビア語名“Diarbekir”の意味は“Land of the Virgin”（ Pétridès [1907]）、それに相当するアラム語 
“Dayr Bekir” の 意 味 は 、 最 初 の 教 会 あ る い は 処 女 （ ＝ マ リ ア ） の 教 会 で あ り




















































出所：左 善光寺事務局監修 ［2000］口絵 














































































Aにして、福祚 A E孔 E
はなは






60B③詔して A E豊御食炊屋姫尊 E






































   
 
64B  
65B図７ 長屋王・吉備内親王墓、 法隆寺と片岡山の位置関係 
66B 国 土 地 理 院  地 図 閲 覧 サ ー ビ ス （ 試 験 公 開 ）





69B  長屋王墓・法隆寺方面 




73B  片岡山方面 



























に、長屋王は冤罪で殺されたと公認された。長屋王の変（729=神亀 6 年 2 月 12 日）の根本的な原
因として、727＝神亀 4 年閏 9 月 29 日に、聖武を父、光明子を母として誕生し、同年 11 月 2 日に













































起」『大日本仏教全書 第一一七冊 寺誌叢書第一』） 
 
86B 春宮坊とは当時まだ立太子していなかった阿倍内親王のことであり、「法隆寺東院縁起」によれ
ば、その後 739=天平 11 年 4 月 10 日、阿倍は藤原房前に命じて東院をつくった。房前ら藤原四兄














十一面観音は２月 12 日に亡くなった長屋王・吉備内親王夫妻とその子らを象徴しているのでは？ 
89B キリスト受難と信仰による救済→上宮王家滅亡→長屋王家滅亡 
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